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AtiSaに帰される

Stz"sa加s『晩apF””p〃α77zjtαについて

望月海慧

はじめに

まず最初に、再び彼の名称について述べなければならない。筆者は自らの論文において、チ

ベット大蔵経のテンギュルに収録されているBodhjp"ﾉZ叩'とz伽αなどのテキストの著者を

AtiSaまたはAt3Saとすることを改め、DIpamkaraSrIjhanaとすることを明言した111･その

理由は、これらのテキストの著者としては、DIpamkaraSrIjfianaにあたるチベット名dPal

marmemdzadyeshes'2)があげられているが、AtiSaにあたる名称はあげられていないか

らである。しかし、ここで再びAtiSaと記す理由は、本論文で扱うテキストの奥書きには、

その著者として「atisha」という名称があげられており、DIpamkaraSrmanaにあたるチベッ

ト名はあげられていないからである。したがって、DIpamkaraSrIjfianaという表記を用いた

ことと全く同じ理由で、ここでは本テキストの著者を「AtiSa」と呼ぶことにする。 しかしな

がら、このことは、彼をBod/tjpamqpmmpαの著者であるDIpamkaraSrIjfianaと別人で

あるというのではない。その一方で、同一人物であると積極的に論証する根拠もない。現時点

で言えることは、AtiSaに帰されるテキストが手元に存在するということだけである。その

ような理由で、本論文の表題を「AtiSaに帰される」とする偲も

DrpamkaraSrrjnanaのテキストに見られる般若経

本論に入る前に、DIpamkaraSrljnanaに帰されるテキストにおいて言及される般若経につ

いて見てみる。彼の多くの著書は、偶頌で著されたスモール・テキストであり、直接に経証と

して同経からの引用が見られるテキストは限られており、以下のテキストのみである。

最初に彼の主著であるBodﾉz"atﾉmmmpαに対して自らが著したとされているBomima泥

gα伽叩α城“における引用を見てみる。同論における般若経からの引用は三箇所に見られ

る。最初のものは根本偶に説かれる「供養」を説明する箇所において「般若経より」とし、

私を物質として見たり、私を声で認識するそれらの人は誤って見ており、この人は私を

見ていない。諸仏は法身であり、導く人たちは法性と見られる。法性は見られるべきもの
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ではないので、それを確認することはできない。

と述べられている(41．類似する文章をVq"ccﾉZedMpWMpam""szztmに見ることがで

きる{51．二番目は&tasabasrMp"mpammitaszztmからのものであり、

禅定に対する思いを僅かでも引き入れる比丘は、衣服に対する思いが少なく、食事に対

する思いが少なく、皮膚の色は油を塗ったようである。

というものである161．最後のものは&JU娩極"tau娩極"zjparjprrcﾉ奴P呵施param""sZZtrqか

らのものである。そこでは「一切法不生」に対する経証の一つとして、

如来は知恵によりいかなるものも見られない。それは何故かというのならば、次のよう

に対象がないからである。

と述べられている171．その他に引用文ではないが、般若経81や「常啼品191」というタイトルのみ

の指摘が複数箇所に見られる。

前掲テキストの次に大著となるRat凡α虎a'rzndbgha"には、般若経からの引用が六箇所に

見られる。最初のものは&tqsaﾉtas"haprWfz即arami"sutmからのものであり、その他の

ものは、いずれもがAS"s"(zsrjMp呵月apammitasIZtrqからの引用である。まず最初の

帥asα九as揃極p皿旗qpamm"aSntrqからのものは菩提心の性質に関するコンテキストにお

いて引用され、

私は、何も得ることがなくても菩提の心髄を明らかに悟っている。

というものである(10)Oこれとほぼ同じ箇所にAS"saﾉzasrihapﾉY瓶apara"tasiZtrqから、

シャーリプトうよ、何であれ心でないものは、心が存在しないものである。何れあれ心

が存在しないものは、心の自性により輝いている。

と引用されている('1)。次のものは、「菩提心の把握」のうち、自らを害する衆生のもとを去ら

ないことに関して、

菩薩は、他の者が過ちを犯しても、彼と争うことをせず、彼を傷つけたり心を乱すべき

ではない。もし殺生をしても、彼らを憎むべきではない。どんな衆生であっても憎むべき

ではない。菩薩たちはしっかりとした想をなすべきである(12)o

と述べたものと、

菩薩は、一切衆生に対して、父母と男子と女子の想をなす。自らが楽を望むように、他

の衆生にも楽を与えるべきである。すべての衆生を苦から解放すべきである。いかなる衆

生も捨てない。彼らは自分の身体の何百という部分を切り裂いても、彼らを傷つける心を

起こさず、慈悲と大悲を起こす(")。

と述べたものが連続して引用されている('4)。次のものは、「他者が起こした菩提心に働く功徳

とそれを喜ぶ功徳」に関するコンテキストにおいて、

一切世間の量を知ることはできるが、他者が起こしたものに働く功徳に関しては、十方
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の仏と菩薩たちは知ろうとしない。他者が菩提心を起こしたことを喜ぶ功徳が集まったも

のの量を知ることはできない。

と引用されている('5)。次のものは、「他者が起こした菩提心を中断させる過失」に関するコン

テキストにおいて、

三千［大千世界］のガンガーの川の砂ほどたくさんの阿羅漢を殺したり、五無間をな

すことによる罪悪である('｡。

と引用されてる(mO次のものは、「菩提心を願う功徳」に関して、

所縁をもつ人は、ガンガーの川の砂ほどの多くの胡において善根をなした人なので、他

のある人が一日や、半日や、指をはじく瞬間でも菩提心を起こせば、福徳は大きくなる。

と引用されている('8)。また同論には、PW"pammitamtrzagu"αsamc(Zy(gat極からの引用

も見ることができる('9)。

DHpamkaraSrljfianaが編集をした大乗経典のアンソロジーであるMaﾉjaSIZtrasamzJccaya

には、般若経の引用は七箇所に見られる(鋤。いずれの引用も「般若経(SﾉZes ab"yjp九aroj

t以pﾉZympa'imdo)」というタイトルで引用され、特定の般若経を指してはいない。確認で

きたものに関してはAS#as包加”極p呵冗aparum"aSatrgにその典拠を見ることができる。

また、乃Y加aparumitarnt7zag""αsa"zc(zyqgatﾉZαからの引用も三箇所に見られる(z')。これら

の引用数を、同論におけるその他の経典の引用数と比べると、それほど多いものではない。

般若経に対する直接の注釈書としては、Pﾉ通/mpara""ﾉZrd上Zyqsatrqに対する注釈書であ

るPﾉY加αﾉZr血y(zUyaんﾉZyaが存在する(鰯)。彼に帰されるテキストの中でも、注釈書として経

典の語句を直接に解説しているものは、本論だけである。

般若経のエッセンスをまとめたMaitreyaに帰されるAbhis(zm(zyajq"z"mSastmに対

する注釈書のPﾉr加apam"tapjnfrt/Mzpm伽αも存在する(飼)。本論は根本テキストの語句

を詳細に解説するというスタイルではなく、その内容をまとめたものを偏頌で著したものであ

る。

また彼は、チベットでは多くの文献をチベット語に翻訳した者としても知られているが、

AS"s"(zsrZ"p庇加qpar(zmitaszztm(2I)とそのHaribhadraによる注釈書であるA6/tisamq-

ya/(z"z極極/o虎α(鱈)のチベット語訳を校訂している(鱈)。

以上のことからも、DIpamkaraSrIjfiana(orAtiSa)にとって、いわゆる般若経は比較的

重要なテキストの一つであったと言うことができる。その中でもAS"sαﾉZasrjhapﾉ了加apam-

"zitasutraに最も重点をおいていたように思われる。 またaztasaﾉ"sriだ‘pﾉ弛加apam-

m"aSatrqを、名称を特定して二度引用している点も、注目に値する。

釦tasα九aSr批即『噸卯ar@mimsnかαについて
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&ztasαﾉtas"hap呵月“α(z、此aS""q(27)に対する注釈書に関しては、チベット大蔵経のテン

ギュルに次の四書が収められている。すなわち、

1 . SmrtijhanakIrti, 。Pru/mpam"z"am互"たa-Satasαﾉias""blbchasa7z叩α'ZcaU"-

§α〃s瓦has"hamα助ya"sα"aS"mSasaんas茂極jag加sasa""asqmaﾉlarMQSasα凡α

(Yi"7zshesm6"p九αrol t"pﾉlyi"pα堰yaspaFbstα〃pα '6z"7zd上mg'6施晤

dubsta凡pα〃yjMFj j昭αSm"gdtmg6sdzJstebsta凡pα々ﾉ"･ibJgyadsZo"gpa

r7zamsmthz"zpardo"6Jgyadhyisbstα〃pQ),D・ NQ3789,Khal82bl-243a7,P.

Nq5187,Da207a4-275a8.

2.DharmaSrI,｡gztasaﾉicsrmaUQJn恥a(sTbJIgpﾉZmg6Igy(zpq'imamp(zr･ bsﾉiad

pα(鋤)．D.NQ3802,Ta204a3-270a7,P.Nq5203,Da256a7-330b8.

3．DamStrasena,･grms‘んas沌極pm/祗paamitabrﾉla""(Mesmbhyjp/iamltzJ

phyj"pa '6z"7zpq'j Fgyacﾉier 'grejpa)．D. Na3807,Nal-331a7, Pal-252a7,

P. Nq5205,Nal-392a8,Pal-308a8.

4． DamStrasena,･gzt(zsaﾉZasF伽paZcaU”satisahasF娩包r7zadhyfz"samS"dtzS(zsaha-

S流ZqPﾉ画/加paamitabrﾉ'a""(Shes q6"yiph(zFoItuphyi"p(z 'bumpada曙

”んﾉ"f姥αSm噂pad上mghﾉ"･j6rgyadsto"gpq'i ﾉgyacﾉZerbsﾉ"dp(z),D・ Nq

3808,Phal-292b3,P. Nq5206,Phal-333a6.

このうち、 1と4は、&tas"fzs『娩即7叩近para""satrqだけに対する注釈書ではなく、

""ca""Sqtisaﾉjasri城とAS""S(zsαﾉZasri極に対する注釈も含んでいる。 したがって純

粋な注釈書は、 2と3のみとなる。

チベットにおいては、次の二つのテキストが知られている：

5．Atisa,gzt(zsaﾉias『航prn/mparamita(Shesmbhyjp/laroJtupM"pasto"g

pﾉZmg6ﾉ1gyap(z'jdo"mα凡orbqr･bsduspa).

6．Klongrdolblamangagdbangblobzang, 'BI"7zgyi宮だI グカα昭6'召yα"sa

679yfzd"gos 'dzm.TheCo"ecteKメWo"sQ/Kjo"gdo/LQma,NewDelhi l973,

Dal-16a(B).

釦tasahqsrjMpy･噸即圃r@mi城のテキストについて

Szt(zsaんasribap"『"rqmit風のサンスクリット原点は現事時点で確認できておら

ず(動、チベット語訳が知られている。今回利用することができたのは、以下の版であ

る(31) :

SB '就agspasﾉzesm6"jpﾉZaroltupﾉZyi"pa 'b'"7zbs血spa'js"ymgpozhes

by(z6(z 6zん喀SSO・ Jobo rje dpal ldana ti shasgsungs so． n.p., 1972.
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XylographicprintfromblockspreservedatTragangtok(Bragsgangtog) in

Solukhumbu,Nepal.N-Tib72-903954.(")

SD 'BI"7zgyjbsdusdo"s"ymgpodC"g6c(zspabzﾉilgsso・Delhi l967.R1972-

881(卸)．

SK sTbJIgp/zmg6rgy(zp(z'idorumα"orbaF6SdUSP(ZOr･ 'BI"7ZbS血s. The

essentialmeaningoftheazt(zsa“sﾉ･雌pWmparnm"a.AninstructionofAtISa

renderedintoversebytheNepaleseA-suprintedfromtheblockspresereved in

thebKra-shizhugsgling(Sa-Sul)Temple.Kelangl968. I-Tib73-904094(M).

ST atesm6"yi"α7℃jt'jphympq'6Z"7ZbSdUSp(Zdtmg/gdO"Che"bCOルIga

zﾉzjbyed/ts"abcugs'"7zgzI"@gsbc(zsbzﾉZugsso. TibetanCulturalPrinting

Press・Dharamsalal990(").

このうち、SDとSKは比較的近い伝承の版に基づいており、SBはそれらより異なるテキスト

である。SBは本テキストのみしか収められていないのに対し、SDとSKはそれぞれ別なテキス

トも添えられている。

SDは筆記された文字のように思え、他の版には付されている編集者による後書きの部分を

欠いている。そのため、読調するために後年になって編集されたテキストのように思える。

洋装本として出版されているSTは、他の三つのテキストとは著しく異なっている。本書を

作成するための元になった版は、他の三つの版とは全く異なる伝承をもっているように思える。

したがって、この小さなテキストに三つ、あるいは少なくとも二つの異なる伝承があったこと

がわかる。

1

’

』

釦tasα九αSF．j賊p『噸叩aramj極のタイトルについて

チベット語訳テキストの冒頭部分では、そのサンスクリットのタイトルを＆tas姉asr娩匝‐

p呵葹apaamj"と経典のタイトルをそのまま引いてきている。それに対し、そのチベット

語訳は、艶esm6hyimltupﾉM"pastongpﾉlmg6ﾉ9gyapa'idoramαno『baFbsduspa

と固有のタイトルを付している。後半部分は、「意味を誤りなくまとめた」という意味になる。

サンスクリットを想定するならば、manorbaに関しては、 abhranta,samdarSana《鰯)を、

donbsdusに関してはpindartha(37)を想定することができるであろう。他方、SB版の最後に

は(詞)、 「大十万頌般若経の心髄を集めた小十万('BI"7zcM7zmosんes ab"ipんarol"

p/lymp(z'is剛噌pobsduspq'i '6I"7zcﾉII"zg)」という、「心髄摂集(Gαめんasα"zgra/ta)(鋤」

や、「小十万」という名称も見られる。

では、同論に固有のタイトルが存在していたのであろうか。以下に考察するように、本論は、

この膨大な長さの経典を読むことが困難な者が、このコンパクトにまとめたテキストを読むこ
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とにより、その読調の功徳を得ることを目的として編纂されたテキストである。チベット語訳

に付されたテキストの略称が一致していないことや、このテキストが「小十万」と呼ばれてい

たことからも、本テキストの名称は経典と同じ&t(zs〃ﾉ"sriMp呵冗apafam此屈であり、同

経の縮小版と認識されていたのであろう。チベット語訳に付されたタイトルの後半部分は、チ

ベットに伝わった後に付されたものと思われる。

釦tasah@sriMpF･噸即α7．α"2i極の構成

本テキストでは、&t(zs包ﾉZas沌虎apWmp"m""sfztmの導入部をそのまま引いてきた後

に、同経に説かれる仏教の教義が列挙されている。

まず最初に、五憩・十二処・六識・六触・六受・六界・十二縁起・十二作者・二十七天のそ

れぞれの項目が列挙されている。

続いて、その目的があげられる。すなわち、色から一切智(")までの浄化と、色から一切智

までの円満とであり、前項により浄化され、円満になると表現されている。

続いて、その具体的な方法が列挙されている。すなわち、六波羅蜜・十八空性。三十七菩提

分(41)・四聖諦・四禅・四無量・四無色定・八解脱・九次第定・三解脱門・ ［六］神通・三昧・

陀羅尼門・十八不共法"2)・四沙門果・三智・智の優先性・智の無障無擬性が説かれている。

最後に、「菩薩たちが世尊が説かれたものを賞賛した」というまめとの句が述べられ、テキ

ストの本編は終了する。

これらの教義を、経典自身に求めると、同経の第二章「初分学観品」の最初の部分をはじ

め(")、多くの箇所に見られる。従って、特定の箇所に説かれている教義を引いてきたという

ものではなく、経典に繰り返し説かれている教義を法数の下にまとめたものである。

コロフォンについて

本テキストは、以上のように経典の最初の部分からの法数などをまとめただけのテキストで

あり、著者（というよりは編者）自身の言葉は何も述べられていない。他方で、そのコロフォ

ンから興味深い情報を得ることができる。ただし、これはいつ頃、誰により記されたものなの

かは明らかではなく、その記述が、本テキストが本当にAtiSaのものであるということを保

証するものでもない。

まず最初に、

尊者がネパールにおいてお与えになり、ネパール人が偶頌で述べたものを完成する。

とある。この情報から、本テキストは彼がパネールに滞在していた際に著されたものとなる。

彼がネパールに滞在していた年は、 1038年から1041年の間のインドからチベットへ向かう旅の

途中にあたる(44)o次に、本テキストのオリジナルから現前にあたるこのテキストまでの経緯
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としては、AtiSaが口頭で伝えたものをネパール人が述べ、それが筆記され、チベット語に

訳されたとされている。 したがって、本テキストの原初の形が文字で書かれたものであったの

かは疑問である。

またビンビサーラ王がその経典を一日に百度読むことにより息子の命が救われた話をとりあ

げ、

この小さな十万を一度述べれば、五無間などの一切の罪過が浄化され、清浄になってか

ら、円満なる福徳を得るであろう。

と述べられている。そして最後に、

AtiSaは12年間経典を見られたので、この小さな十万だけでも大きな利益があるので、

後世の人がこれを念調することはとても重要である。

と述べている。したがって、この文章が記された時点では、本テキストは経典にどのような教

義が説かれているのかを解説するという性格のものとしてはとらえられておらず、膨大な経典

を読むことができない者が読調するためのテキストとして捉えられていたことがわかる。すな

わち、テキストの内容を理解することよりも、それを繰り返し読むことが重要であるとされて

いたテキストである。

まとめ

本テキストは、AtiSaに帰されるテキストではあるが、前述のように、彼自身の言葉はな

く、その大部分は帥asahasrihap呵月“αﾉnmitasatrqからの引用文から再構成したもので

ある。そうとは言え、ここに引用される文の分量は、同経の全体から見れば、極僅かなもので

あり、またそのトピックのほとんどはその冒頭の部分から回収することができる。したがって、

本テキストは経典全体の構成を把握した後に、重要なポイントを抜き出してテキストを再構成

したものというよりも、読調するためのテキストとして簡易に編纂されたものであろう。それ

故に、そこから著者独自の思想や解釈を抽出することは難しく思われる。

では、本書がDIpamkaragrIjfianaに帰される一連のテキスト群と同一著者によるものと

考えていいのであろうか。それを疑う根拠が存在するとするのならば、本テキストは、その他

のテキストとは異なりチベット大蔵経に収められておらず、異なる伝承系譜を有しているとい

うことをあげることができる。 しかし、これは消極的な根拠にしかなりえない。また本論が彼

の著書であるということを疑う説が存在するということは、筆者の知見するところではない。

他方で、チベット語訳者に関する情報もなく、いつ頃チベットに伝わったのかが明らかではな

い。今後の検討余地として、本テキストがいつ頃からチベットで知られるようになったのかと、

彼が特定の経典、すなわち多くの大乗経典の中でも&t(zsaﾉZas"極pWfiapammitasutmを

読調することを奨励していたのかということをあわせて、その著者性を検討する必要がある。
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注記

（1）拙稿「ディーパンカラシュリージュニャーナの『菩提道灯論細疏』和訳（2）」『大崎学報』第155

号, pp.25-26.

（2）彼の名前に対するチベット語訳のヴァリアントについては、A.Chattopadhyaya,A"Sαα"d

Tめα,Calcuttal967,p.34を参照。

（3）本テキストの著者（というよりも編者）とBod/zjpat/zqpr(zdZpaの著者と同一性を熟考した上で、

本テキストの著者名を論じるべきであるが、それに関しては別の機会に譲る。

(4)Tib．D. Nq3948,Khi246a5-6.

(5)E.Conze,Vα"αccﾉte成極Prqjfiaparam"α,Romal957,pp.56-57.ただし、ここでは「｢般

若経」より」とあり、他の般若経からの引用である可能性がある。Cf.H.Eimer,Bodﾉzjp"ﾉtα‐

pradipa,Wiesbadenl978, p.177;拙稿「アテイーシヤの「菩提道灯論細疏」和訳(1)」『身延論

畿』第3号, 1998,p.23.

(6)Tib．D. Na3948,Khi276a4-5.

(7)Tib.D. No3948,Khi283b6-7.

(8)Tib.D. Nq3948,Khi274b7, 284bl.ただし、前者は第三者による引用文である。

(9)Tib.D. NQ3948,Khi246a6, 254b5-6, 284a2-3.

(10)Tib.D. Na3930,Ki98a2-3:YUmcﾉze"mo 'bumpa.引用箇所の確認はできていない。

(11)Tib.D. Na3930,Ki98a4-5.

(12)AS"sαﾉlasF雄ap呵冗aparam""sZZfra.Vaidyaed.,p.209.

(13)AS"sαﾉZasF･娩亙p『”冗風par･am此aSa〃α.Vaidyaed., p.14.

(14)Tib.D. NQ3930,Ki lOla2-3・Cf.KaieMochizuki,DerBodhicitta-Abschnitt inAtiSas

Rα“α虎ar(zndOgﾉZ"a,『勝呂信静博士古希記念論文集」（山喜房仏書林, 1996年), p､61.

(15)Tib.D. Nq3930,Ki lO4a2.Mochizuki, op. c"., p.69.ただし、テキストに混乱があり、この

引用文の途中に「大乗経典と「入菩提行論』を見るべきである」という文章が挿入されている。

(16)AS"sαﾉzEsrihapr"冗匝par･am"as""(z.Vaidyaed.,p.193.Mochizuki,op.c". , p.70.

(17)Tib.D. Nq3930,Ki lO4a4-5.

(18)Tib.D・ NQ3930,Ki lO5b4-5.

(19)Tib.D. Nq3930,Ki98al-2.

(20)Tib.D・ NQ3961,GI9a2-4,29a7-31b7,35b3-37al,103a3-6,112al-3,155b5-7,159a6-bl.

Cf.KaieMochizuki,DievonAtiSaimMaﾉtasu〃αsamuccayazitierenSUtren,『印度学仏

教学研究」44-1, 1995, pp.(16)-(19).なおこれらの引用に関しては、拙稿「アティーシャと般若経」

（日本宗教学会第60回学術大会発表資料， 2001年，久留米大学）を参照。

(21)Tib．D. Na3961,Gilllb7-112al, 188a2-b3, 195a5-6.
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(22)Tib.P. Na5222,8ﾉiesJ･abs"yi"gpo'jr凡amp(zrbsﾉzQdpa.Cf.拙稿｢AtiSaのPFqj"-

〃dayaUy"ﾉZy"について」「印度学仏教学研究」39-2, 1991, pp.(203)-(206).

(23)Tib・P. Nq5202,Sﾉiesf､q6"yjpﾉZα『ol"pﾉtympq'idoJzbsdusSgJ･o"ma. Cf.拙稿

「DIpamkaraSrIjiianaのPrq/"paj･am"dpinmr･t〃αpFadZpaについて」「身延山大学仏教学部

紀要』 1,2000;OnthePrq/mPaバzm此apin嘩沌ﾉZapFadipaofDIpamkaraSr7jfiana,「印度学

仏教学研究』49-2,2001,pp.(50)-(56).

(24)Tib.P. NQ734,Sﾉlesrg6hyjpﾉlaf･o'"pんympa6壇yadsto"gpa.Tr. Sakyasena,

Jhanasiddhi,Dharmata釘la,etc.; rev.SubhaSita,Rinchenbzangpo; rev・ DIpamkara-

Srrjfiana,Rinchenbzangpo; rev.DIpamkaraSrrjiiana, rGyalba'i 'byunggnas; rev.

rGyalba'i 'byunggnas; rev.Bloldanshesrab.

(25)Tib. P. NU5189,Shesr(Z6"yjPﾉ"roj tupﾉtyi"pabFFy(ZdSfo"gPa'ibshadp(z

"wzgo"PaF･ j･togSpa'i rgya"gyis"α"g6(z.Tr.SubhaSita,Rinbzangpo; rev.DIpam-

karaSrIjhana,Rinchenbzangpo,Dhirapala,Bloldanshesrab.

（26） この経緯については、Deb tﾉleFs"go"Poにも説かれている。Cf.G.N.Roerich, T/le

BJ"eA""αJs, repr. ,Delhi l979, pp.249,羽田野伯猷『チベット ・インド学集成第一巻チベット

篇I」（法蔵館， 1987年), p.78.

(27)Cf.Eﾋﾒuﾉα『dCo"ze,TﾉtePF"mpaFam"αL"er"ure, 2nded.,Tokyol978, pp.31-34;

三枝充鯉「般若経の真理」（春秋社, 1971年), pp､68-69;渡辺章悟「1般若部」 （勝崎裕彦他編「大

乗経典解説事典」北辰堂, 1997年), pp.70-71.同経の写本に関する情報に関しては、木村高尉「『梵

字貴重資料集成』にみる十万頌般若」（『真野龍海博士頌寿記念論文集般若波羅蜜多思想論集」山喜

房仏書林， 1992年), p.147を参照。また、同経とPα月c(z""""sα九as施施との関係について、副

島正光『般若経典の基礎的研究」（春秋社， 1980年), pp.82-86を参照。

(28)E.Obermiller,T/zeDoC〃加eq/Prqjmpα『αm"aaserposedm的GA6"samaya/am-

んarqofMaitreya,Act(zO"e"2α『iα紅, 1933, p.10, n.1は、このテキストがインドで作られた

ことを疑っている。

(29)ChizukoYoshimizu,DescI･jp""eC"(zJogueq/』ﾉzeノVar此asα凡J"s""teCo"ec"o"Q/

Tめem"Wo『たs,Vol､1,Narital989,NU2382;Y.Kanakuraetal.,ACQ"Jogueq/tlte

Toﾉzo""UFzZ"ers"yCo"ec"o"Q/Tibe""Wo『んso"B必αd"sm,Sendai l953, Nq6542.

(30)以下に述べるように、本テキストは「十万頌般若経』の最初の部分を抜粋したものである。このこ

とから、同経のサンスクリット・テキストから本テキストのサンスクリットを推定することは容易に

可能となる。

(31）この他に、M.Lalou,C"alog"e血/b"ds"6aamdeJQBj6"otﾉte9"eNα"o"αJe,W1.

LesMdo-Man,Paris l931, NalO2, f. 322b-328aがある。Cf.Conze, op. cit. , p.34.
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（32）テキストは、横が長い版で、一枚に6行で組まれている(1-6b4)。

（33）テキストは、比較絵大きな文字で、一枚に4行（ただしlb-2aは3行）で組まれている。本テキス

} (1-18b4)に続いて、&ztas"asri"aprq/"parammgaFbﾉza (Sﾉzesra6hyjphaFoJ"

pﾉlympastorzgpﾉ2Fαgbrgyfzpq'jsPzymgpo)というテキストが収められている(19al-b4)。

（34）テキストは、横が短い版で、一枚に5行で組まれている。本テキスト (1-19b4)に続いて、SarUα‐

fα"zag"αﾉirdqyQ(Debz九j"gs九egspatﾉt(zmscadhyis"yi"gpo)というテキストが収めら

れている(19b5-21a5)。

（35）ブック・スタイルで出版されたものであり、 1ページ16行からなり、本テキスト (pp.3-16)に続

いて、Byjspq'igdo"cﾉle"bcol"gazﾉzibar､byedp(zdα"ggz""gsJe ts九α凡b嗜yadと

いうテキストが収められている(pp.17-31)。本書については、野村正次郎氏（早稲田大学）にお教

え頂いた。ここに御礼申し上げる。

(36)LokeshChandra,Tめe""-Sα凡sんriZDjctio凡αｱﾂ, repr.,Kyotol959,p､1767.

(37)LokeshChandra,op.c".,p､1155.

（38）チベット語訳のそれぞれの版の最初のページには、 SB: 'BIJmbsd"spq'i s"ymgpo,

SD: 'BumgyZbsd"sdo"s"y"zgpodα"gbcaspaというものも見られる。

(39)DipamkaraSrIjfianaに帰される「心髄摂集」のチベット語タイトルの問題に関しては、拙稿

「アティーシャに帰される二つの「心髄摂集」について」『宗教研究』315号, 1998年, pp.205-206を

参照。

（40）色・受・想・行・識・眼・耳・鼻・舌・身・意・一切智。

（41）四念住・四正断・四神足・五根・五カ．七等覚支・八聖道。このうち、最初の五項目に関しては、

彼のBodhjsα此"αc匝『yaIJQ"J-qbﾉZ"Syaにおいて詳論されている。Cf.拙稿「DipamkaraSIIjfia-

naのBoa版sα"uacaがα"“αra6九aSyaについて」『印度学仏教学研究」47-1, 1998年, p.(178).

（42）ここでは「如来の十力と四無畏と四無鼠と大慈と大悲と大喜と大捨と十八不共法と」と説かれてお

り、「十カ．四無畏・三念住・大悲」との十八項目とは別の項目と思われる。Cf.宮元啓一『仏教法

数辞典」（すずき出版， 2000年), pp.328-331.

(43)P.GhoSaed.,&tasahus『雄apF-qj"dpamm此a,Calcuttal902, pp.56-67.

(44)Cf.A.Chattopadhyaya,Tめe""Cﾉzro"ojogicqJT(zblesq/ 'Jam-dbyq"gsbzhe"pa

α凡dSum-pQFTzたんα凡-Po, Sarnathl993;羽田野伯猷前掲書, pp.75-76;AlakaChattopadh-

yaya, op.c".,pp.308-311.



AtiSaに帰される&tα虹ﾉlQs""p『噸αpammi鯉について（望月） 23

『十万頌般若波羅蜜摂集」和訳

インドの言葉でgztasa/,as『伽pWmpammなall）

チベット語で、『十万頌般若波羅蜜'21の意味を誤りなく集める』

一切智の母131に帰依をする。

次のように私が聞いたある時に、世尊は王141舎城51の鷲峯山に五千人の比丘の大サンガと、と

ても多くの菩薩摩訶薩と一緒におられた。すべての者も阿羅漢で、漏尽で、無煩悩で、自在を

得て、心解脱し、慧解脱し{6'、すべてを知り'71，象［に似ており]、なすべきことをなしており、

なすことをなし、重荷を捨てて、自分の目的を得て、存在への結合が完全に尽き、正知により

心はよく解脱している菩薩摩訶薩たち{劇と、聖アヴァローキテーシュヴァラと、スブーティと、

アーナンダと長老たちと、大サンガと(9)、天と人と非天(10)などの究極の衆生たちに、世尊・如

来・阿羅漢・等正覚仏・釈迦牟尼が六十兆那由多の光を放つことが見られ、三十二相と八十随

好により飾られたものが明らかに現われた。それから長老たちが世尊に('1)帰依し、供養の異

門('2)である不可思議なものを供養し、与えて、世尊は長老たちに次のようにお説きになられた。

スブーティと、アーナンダと、長老たちと、菩薩摩訶薩が般若波羅蜜を確実に生じるように、

あなたたちも挑みなさい。

六境と('鋤五穂である。色・受・想・行・識である(M)。

十二処から('5)、六根である。眼・耳・鼻・舌・身('6) ・意・色・声・香・味・触・法である。

識の意味は、眼識・耳識・鼻識・舌識・身識・意識である。

触の意味は('の、眼触・耳触・鼻触・舌触・身触・意触である。

触の縁による受の意味は、眼触の縁による(18)受と、耳触の縁による受と、鼻触の縁による受

と、舌触の縁による受と、身触の縁による受と、意触の縁による受とである。

六界の意味は、地界・水界・火界・風界・虚空界・識界である。

十二縁起の意味は、無明・行・識・名色・六入・触・受・愛・取・有・生・老死である。

作者の十二処の意味は、我者・衆生・命・有情・養育・人・プドガラ・マヌの子孫('9) ・作

者・受者・識者・見者である。

欲界の［六］種天(釦)が存在する。 ［すなわち］四大王衆天が存在する。三十三天が存在する。

夜摩天が存在する。韻史多天が存在する。楽変化天が存在する。他化自在天が存在する。色界

の十七種天")が存在する。 ［すなわち］梵衆天が存在する。梵輔天が存在する。梵会天が存在

する。大梵天が存在する(画)。光天が存在する(")O少光天が存在する("・無量光天が存在する。
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極光浄天が存在する。浄天が存在する。少浄天が存在する("o無量浄天が存在する。遍浄天が

存在する。広天が存在する。少広天が存在する。無量広天が存在する。広果天が存在する")。

無繁天が存在する。無熱天が存在する。善見天が存在する。善現天が存在する。色究寛天が存

在する。無色界が四天(")が存在する｡ [すなわち］空無辺処天が存在する(麹)。識無辺処天が存

在する。無所有処天が存在する。非想非非想処天が存在する(圏)。

色から一切智性まで“の浄化の意味は、色を浄化し、色の浄化により受を浄化し(31)、受の浄

化により行を浄化し、行の浄化により想を浄化し、想の浄化により識を浄化し、識の浄化によ

り眼を浄化し、眼の浄化により耳を浄化し、耳の浄化により鼻を浄化し、鼻の浄化により舌を

浄化し、舌の浄化により身を浄化し、身の浄化により意を浄化し、意の浄化により(逗)一切相

智までを浄化する。そのようならば、意が浄化され、一切相智までが浄化される。ここに二は

ない。すなわち二様になすべきでなく、それぞれでなく、異ならないことである。

色を完全にし、色を完全にすることにより、受を完全にし")、受")を完全にすることにより、

想を完全にし、想(鱈)を完全にすることにより、行を完全にし、行(動を完全にすることにより、

識を完全にし、識“を完全にすることにより、眼を完全にし、眼(麹)を完全にすることにより、

耳を完全にし(鋤)、耳を完全にすることにより、鼻を完全にし、鼻を完全にすることにより、舌

を完全にし、舌を完全にすることにより、身を完全にし、身を完全にすることにより、意を完

全にし、意を完全にすることにより、一切智までを完全にする。すなわちそのようならば意が

完全になり、一切相智までが完全になる。ここに二はない。すなわち二様になすべきでなく、

それぞれでなく、異ならないことである。

すなわち、施波羅蜜と、戒波羅蜜と、忍波羅蜜と、精進波羅蜜と、禅波羅蜜と、般若波羅

蜜(細)、内空性と、外空性と、内外空性と、空空性と、大空性と、勝義空性と、有為空性と、無

為空性と、畢寛空性と、無際空性と(11)、散空性と、本性空性と、一切法空性と、自相空性と、

不可得空性と、無性空性と、自性空性と、無性自性空性と、四念住(42)と、四正断")と、四神

足(")と、五根(衝)と、五力(縄)と、七等覚支(‘､と、八聖道支(網)と、四聖諦(⑨と、四禅(50）と、四無

量(5')と、四無色定(錘)と、八解脱(鋤)と、九次第定(別)と、 ［三］解脱門(弱)の空性と、無相と、無願と、

五(弱)神通(”と、三昧と、陀羅尼の門と、如来の十力(調)と、四無畏(園)と、四無畷(図)と、大慈(61)と、

大悲(園)と、大喜(国)と、大捨(副)と、十八仏不共法(衝)と、預流果と、一来果と、不還果と、阿羅漢

果と、独覚と、一切智性と道智性と一切相智性(鴎)と、一切の身体の行為に智慧が先行し(67)、智

慧が随行する。一切の言葉の行為に智慧が先行し、智慧が随行する。一切の意の行為に智慧が

先行し、智慧が随行する。過去時において無障無曝の智慧の視力が入る(園)。未来時において無

障無擬の智慧の視力が入る。現在時において無障無礪の智慧の視力が入る。

世尊の「その如く」というお言葉と、それら菩薩摩訶薩と、スブーティと、アーナンダと、

長老たちと、彼ら比丘の大サンガと、天と、人と、非天と、ガンダルバ(田)をともなう世間を喜
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ぶものである、世尊がお説きになられたものを明らかに賞賛した。

一切の如来の母”、『十万頌般若波羅蜜の意味を誤りなく集めたもの』を偶頌で述べたもの

を完成する(mO

尊者がネパールにおいて与えになられ、ネパール人が偶頌で述べたものを完成する。これは、

世尊が在世の時に、ビンビサーラ王とマガティ王妃の大善をなした息子が一人おり、彼が事故

にあって死に至る時に、世尊の前で王は嘆いた。次のように、質問をした(殖)。 「世尊よ、私の

一人の子供がおり、死に至るので、病気から救われる(”一つの方法をお教え下さい」と問うの

で、世尊のお口から「王も、三宝に供養し、六種を満たす水を注ぎ、大きな十万を一日に百度

読んだならば、非時で、死より後退し、病気から救われるであろう」と説かれるので、王が質

問して、「世尊よ、大きな十万が一日に百度生じた一つの方法をお教え下さい」と問うので、

世尊がこの小さな十万をお説きになられ、王がこの小さな十万をすぐに読涌をした。王子は病

気から救われた後に長寿になり、財産が円満であり、国土は安穏で、豊作となり、六種のそれ

ぞれの究極なる苦から脱し(別)、寿命が長く、将来悟りを得ることになった。さらにまたこの小

さな十万を一度述べれば、五無間などの一切の罪過を浄化し、清浄にしてから、円満なる(霜)福

徳を得るであろう。

吉祥をそなえた尊者アティシャは12年の間経典を見られたので、この小さな十万だけで大き

な利益があるので、後世の人もこれを念調することをとても重要なものとして説かれている。

『大十万頌般若波羅蜜の心髄をまとめた小十万』を完成する。吉祥なれ。校正を二度なし

た(花)。

訳注

(1)SBのみ「七千(s九apz(zs(z /z(zs"")」とあるが、『十万頌(azt(zsahfzsri")｣、「七百頌(S

ap"S"j")』の混乱から生じた誤りであろうか。

(2)STのみ「聖('phagspa)」が付される。チベット大蔵経では、一般に経典テキストのタイトル

にはこの語が付されている。本テキストが「十万頌般若経』を凝縮したものとしての経なのか、アティ

シャによる論なのかの判断の相違が影響したのであろうか。

(3)SBのみがこのように説き、他の版は「一切を起こした母(thamscadbskyedpa'iyum)」と

する。

(4)STは「世尊は甚深なる顕現という三昧から起きてから (gambhrravabhasa)」という句が挿入

される。
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(5)SBは「王舎城」を欠く。

(6)SD,STは「慧解脱」を欠く。

(7)SBは、「知るごとく」とする。

(8)&Z"saﾉZasﾉ･娩恥呵冗即匝r､αm此asα〃a(=SP),GhoSa, op. c"., pp.2-4:

evammayaSrutamekasminsamayebhagavanrajagrheviharatisma/grdhrakU!a-

parvatemahatabhikSu-sanghenasarddhampafica-matrairbhikSu-sahasraihsavair

arhadbhihkSaun且息rvairnihkleSairvaSaubhntaihsuvisuktavittaihsuvimukta-prajhair

且janeyairmahanagaih krta-krtyaih krta-karanauyaih apahrtabharair anuprapta-

svakarthaihparikSauna-bhava-samyojanaihsamyag-ajfia-suvimukta-cittaihsarvacetov"-

parama-paramita-praptaireka-pudgalamsthapayitva/

(9)STは、「長老たちと大サンガと」を欠く。

(10)SB,STは、「非天と」を欠く。

(11)STは、「世尊に」を欠く。

(12)SBは、「異門を説いた」とし、続く句を欠く。

(13)SKは、「から(las)」とするが、この「六境と」という句は、次の「十二処から六境と六根であ

る」とすべき句がこの位置に来てしまったように思える。これがいつの頃からか、誤ったまま読調さ

れるようになったのであろう。

(14)STは、以下の項目（ただし「六根」は「法である(chosso)」とする）において「識と(dang)」

のように、次の項に続けている。

(15)STは、「と(dang)」とする。

(16)SDは、「身と口と」とする。

(17)SB, SKは、この句を欠く。

(18)SBは、以下の項も「縁の(gyi)」とする。

(19)SB以外は、この前に「余人(shedcan)」を入れるが、それでは十三項目になる。

(20)SP,Skt.;GoSha, Op. c"., p.24.2-13;Tib.D・ NU8,Kal3a3.

(21)SP,Skt.;GoSha, Op. c"., p.24.13-26.7;D. Nq8,Kal3a3-14a4.

(22)STは、この項を欠く。

(23)SB,SK,STは、この項を欠く。

(24)SBは、この項を欠く。

(25)SBは、この項を欠く。

(26)STは、ここまでの三項を欠く。

(27)SPは、上記の箇所では「無色界の四天」には言及しない。

(28)SBは、この項を欠く。
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(29)STは、この後に、「六波羅蜜」から「如来の十力」までの項目が挿入されている。

(30)SD,STは、「色から一切智性まで」を欠く。

(31)SBは、以下の項目を含め、「色の浄化により、色を浄化し、受の浄化により」というパターンが

続き、STは、「色の浄化と、受の浄化と」とその原因にあたるものを欠いたパターンが続く。

(32)SBは、ここに「識の浄化により識を浄化し」という句が挿入される。

(33)SBは、以下の項目も含め、「色の完全にすることにより、色を完全にし、受を完全にすることに

より」というパターンが続く。

(34)STは、「受」の項目が「声」となる。

(35)STは、「想」の項目が「香」となる。

(36)STは、「行」の項目が「味」となる。

(37)STは、「識」の項目が「触」となる。

(38)STは、「眼」の項目が「法」となる。

(39)STは、「耳」の代わりに「眼識を完全に浄化してから、意識を完全に浄化する」と述べ、以下の

説明を欠いている。

(40)SP,Skt. ;GoSha, op. cit.,p.56.3-9;Tib.D. Nq8,Ka36b2-5.

(41)SBは、ここに「自相空と」が入る。

(42)SP,Skt.;GoSha, op. cit.,p.56.9-11;Tib.D. Nq8,Ka36b5-6.

(43)SP,Skt.;GoSha, op. c"., p.56.11-57.1;Tib.D. Nq8,Ka36b6-7.

(44)SP,Skt.;GoSha, op. c".,p.57.1-3;Tib．D. Na8,Ka36b7-37al.

(45)SP,Skt.;GoSha, op. cit.,p.57.3-4;Tib.D. Na8,Ka37al-2.

(46)SP,Skt.;GoSha, op. cit., p.57.5-9;Tib.D. Na8,Ka37a2.

(47)SP,Skt.;GoSha, op. cit., p.57.6-8;Tib.D・ NQ8,Ka37a2-3.

(48)SP, Skt.;GoSha, op. c". , p.57.8-10;Tib.D. Nq8,Ka37a3-4.

(49)SPでは、このコンテキストにおいて「四聖諦」は説かれていない。

(50)SP,Skt.;GoSha, op． c". , p.57.16-58.1;Tib.D. NU8,Ka37a7.

(51)SP,Skt.;GoSha, op. c". , p.58.1-3;Tib.D. Nq8,Ka37a7-bl.

(52)SP,Skt.;GoSha, op． c". , p.58.3-5;Tib.D. Nq8,Ka37bl-2.

(53)SP,Skt.;GoSha, oP． cit., p.58.5-7;Tib.D. NQ8,Ka37b2-3.

(54)SP, Skt.;GoSha, op. c"., p.58.7-9;Tib.D. Nq8,Ka37b3-4.

(55)SP,Skt.;GoSha, op. c". , p.57.10-16;Tib.D. Nq8,Ka37a4-7.

(56)STのみが、「五」を付す。

(57)SP, Skt.;GoSha, op. c"., p.58.10-11;Tib.D. Nq8,Ka37b4-5.

(58)SP, Skt.;GoSha, op. c"., p.66.7-9;Tib.D. Nn8,Ka41a6-7.
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(59)SP,Skt.;GoSha,op. cit.,p.65.6-8;Tib.D. Na8,Ka40b7-41al.

(60)SP,Skt.;GoSha, op. c"., p.65.4-6;Tib.D. NQ8,Ka40b7.

(61)SP,Skt.;GoSha, op. c"., p.66.11-13;Tib.D. Na8,Ka41bl.

(62)SP,Skt.;GoSha, op. c"., p.66.13-15;Tib.D. Nn8,Ka41bl-2.

(63)SP,Skt.;GoSha, op. c".,p.66.15-17;Tib.D. Nn8,Ka41b2-3.

(64)SP,Skt.;GoSha, op． c〃. ,p.66.17-61.1;Tib.D. Na8,Ka41b3-4.

(65)SP,Skt.;GoSha, op. c"., p.66.9-11;Tib.D. Nn8,Ka41a7-bl.

(66)SP, Skt.;GoSha, op. c"., p.67.1-6;Tib.D. Nq8,Ka41b4-6.

(67)STは、この項目以下を欠く。

(68)STは、「過去時」の項しか述べず、「未来時。現在時」の項を欠く。

(69)STは、「食形鬼と、大腹行」が続く。

(70)STは、ここに長文のコロフォンが添えられている。

(71)SDは、ここでテキストが終わっている。

(72)STは、この句を欠く。

(73)STは、「彼が死なない」とある。

(74)STでは、この句以後が欠落し「さらにまた功徳は究極である。尊者はネパールにおいてお与えに

なり、ネパールが偶頌で述べたものを完成する」という他の版では前に述べたな句が挿入される。

(75)STは、「十万の」とする。

（76）これらの句は、SBのみに見られる。
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TheTibetanTextof

the馳細鋤 apalamjta

**!〃rgyagarskaddu／shaぱsぎhasIiぱpradznyap記ramiぽ／

bodSkaddu/Shesrab'kyipharolmphyinpastongphragbIgyapa'idonma

norbarbsdu3(SD､2a)pa/

thamscadmbelfpa'iyumlaphyag'tShallo"

'diskadbdaggisthospa'i'odusgcig'!na/bcomldan(SK.2a) !das'2rgyal

po'ikhab(SD.2b)kyi'3byargodphungpo'iriladgeSlonglngastongtsam'4

gidgeslonggi"dge'dunchenpo[6dang/wbyangchubsemsdpa' semsdpa,

chenporabmmangpodagdang.'フ thabsgcig's ste''/thamScadkyangdgra

bcompa/zagpa'zadpa/nyonmongspamed(SK・Zb)pa/dbangdugyur

pa/semsshintumampargrolba/(SD,3a)shesrabshmtumampargrol

baM/cangShes(SB､2a)pf' /glangPochenpo/byababyasPa"/byedPa

byas pa/khurborba/bdag23gidonljessu24 thobpa/sridpa2'kuntu

1SB:勧昭spash""b馴成amltuphyinpabumbmuspafsmy血唱po"esbyaba

"ugs";SD:BumgyibsmJsdonsmyingpo"ngbcasPabzhUgsso;SK;sTbngphJ"

blpaPaf"nmanorbar･bsmlsPabzhugsso･
2SB:pia. 3SB･ SK,ST:sa. 4ST:ka. SSB,SD,ST:pa. 6SB,ST: ta.

7ST: Ph"s･pashesmb. 8SB: sdus. 9SD,SK, ST: bsbed． 10ST:pa･

11B:蛇． 12ST:bconMnwszabmosnangbazhesbyabaftingnge賦亙nM

zflengsnas/bComldantjas. 13SBom. Igy日ipoYkhabM;SD:域域STom・城．
14SB,SD,SKom、 15SB:slO;SD,SKom."esわ昭gi.

16SD:dienpoabmmangpo, 17STom, 18SD,ST:cE,

19SB:"bzhUgSso;ST: zilUgSte． 20SD,STom・ shesmbmintumampargmlba･

21SB: Ifabu. 22SB:shmg. 23ST2Ⅱ詞ng. 24SB:manormrWssu.

25SD,gr:par･
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sbyorbayongssuzadpa/bka' (ST､4)yangdagpa'i'semsshinmmampar

gmlba'i byangchubsems (SK、 3a)dPa' semsdpa' chenpomams2dang/

'phags(SD､ 3b)paspyanrasgzigsdbangphyugdang/mb'byordang/kun

dga'podang3 / fshedangldanpamamsdang/dgeslonggidge'dunchen

pornamsdang4/ lhadangmidanglhamayin･ lasogspa!i6semscanmtha'

yaspa7mamsskyisP/(SK.3b)bcomldan'dasdebZhingshegspadgrabcom

pa(SD､4a)yangdagparldzogspa'isangsIgyasshakyathubpasio 'odzerbye

bakhragukhrigbrgyastong'2dmgcu'3 'phxobar'4gzigsshing'3/mtshanbzang

posum'6cultsagnyisdangdpebyadbzangpobIgyadcus'7rabmbrgyanpa'8

mngonpar''snangbafogyurto"denas?[ tShedangldanpamams(SD.4b)

kyis(SK.4a)bcomldan'dasla"phyag'thal"Zhingmchodpa'imamgmngs24

2s.bsamgyismikhyabpagtibs?6 tephulbadang27 /bcomldan 'daskyistshe

dangldanpamamsla !diSkadces?8bka1 stsalm~25'秒〃

'phagspaspyanasgzigsdbangphyugdang/3orab!byordang/(SD.5a)

31.kun(SB.2b)dga1bo(SK.4b)dang/tshedangldanparnamsdang.31 /

byangchub(ST.p.5)semsdpa' semsdpa'chenpornam32shesmbkyiphalol

tuphyinpala33ngespar !byungba34debzhindukhyed35mams36spobs37par

1SD:Pa;K:Pas. 2STom．mams． 3ST: lasWspaf. 4STom.

5SB,STom・血""amayin. 6SD,SK:pa、 7ST:pas、 8SB:mams;ST・om、

9SK:";STom. 10SB,SD:pala. 11SB:phI".

12STom.khragMIt61gyaSkW1g. 13SB: bc画． 14SB:Pmspa; ST・om.phmbam
15ST:mmgphmspargyurto"denas・ 16SK: smm. 17SB: bcus.

18SB: 1幻日npa; STom. rab"blgyanpa． 19SB:dU.

20ST: rabtubrgyanparfbrsnangbaz 21STom．"nas. 22STom． ｛池｡m〃2nmね．

23ST:phu1. 24SB,ST:grangs stanto(ST:劫． 2SSBom、 26SD: sti".

27ST:"nasfbrbsamgytmimyabPagribstePhulba"n9． 28STom. '"skadc".

29ST:pa. 30SD: ishemlWldanpamams"m9.

31STom;Dom. tshe"nglmnpamamsdang. 32SBom.mams;ST:mamsbiS.

33SD: as. 34SKom;T:bargyllrba、 35ST:myod 36STom、 37ST:"ob.
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byos' shig/

yuldmglasg/phungpolngaio"gzugsdang/tShorbadang/ 'dUshes

dang/ 'dubyed(SD.Sb)dang/mampardlespa'o'"

skyemched(SK,5a)bcugnyislaS4/dbangpodmggos"migdang/

rna.badang/snadang/lcedang/lusdang6/yiddang/gzugsdang/sga

dang/dxidang/Iodang/regbyadang/chosso"

7~mamparShespalidonni'/miggimamparshespadangjmaba'i
℃

mamparShes(SD、 6a)padang/sna'imamparshespadang/1Ce'imam

(SK.5b)parshespadang/luskyimamparshespadang/yidkyimampar

shespa'o8 //

，血stelregpa!idonni/miggi'o 'dusteregpadang/maba'i !dustereg

(ST. 6)padang/snaii !usteregpadang/ lce'i 'dus(SD. 6b) teregpa

dang/luskyi !dusteregpadang/yidkyi !dusteregpalo''"

'2regpa'i Ikyengyistshorbalidon㎡'2/(SK､6a)miggi 'dusteregpai

rkyengyisotshor.badang/maba'i !dusteregpali rkyengyisVtShorba

dang/sna'i !dusteregpa'i rkyengyisis､tshorbadang/lce'i 'dusteregpa'i

(SD､7a) Ikyengyis'.tshorbadang/luskyi 'dusteregpa'ixkyengyis'7 tshor

badang/yidlWi 'dusteregpa'irkyen(SK.6b)gyiS'atshorbaio''"

mlams2pdmggidonni/sa'ikhams2'dang/(SB、 3a)chu'ikhamszzdang/

me'i ldlams"dang/rlunggikhams24dang/nammkha'i"khamsdang/mam

(SD.7b)parshespa'imlamsso25"

1ST:gyk． 2SB,SD.ST:dang. 3ST:padang． 4ST:da"． 5SB:""･

6SD:mlgngagWng． 7SB,SKom. 8Sr:"". 9STom・Uizste.

10SB:gym. 11ST:"nmg. 12SBom・ 13SB:"i、 14SB:gyi.

15SB:gyi. 16SB:gyi. 17SB:gyi. 18SB:gyi. 19ST:ba"ng.
20gr:kams, 21ST:kams, 22ST:kams． 23ST:kams’ 24ST:kHJps,
2SSB,Sr:namMaf. 26SB:Mamso;ST:Mamsmng.
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rtencing{ 'brelbaI2 'byungba3bcugnyiskyidonni/marigPadang/

idubyeddang/mamparshespadang/mngdang/gzugsdang/ Skye

mcheddmgdang/ (SK、 7a) regpadang/ tshorbadang/ (ST, 7) sI℃dpa

dang/lenpadang/sridpadang/skyebadang/rgaJli'o4"

byedpapo!i (SD. 8a) skyemchedbcugnyiskyidonni /bdagdang/

semscandang/srogdang/ 'gmbadang/gsobadang/Wesbudang/

gangzagdang/shedfbdagdang/byedpapodang/tshorbapo(SK.7b)

dang/shespapodang/mthong,bapomamsso6"

'dodkhamSkyi lha'i (SD.8b)rigS'mamsyoddo"rgyalchenngspbzhi'i

lha9mamsyoddo"sumcultsagsumpa'i'o lharnamsyoddo"mtshe'!ma'i

lhamamsyoddo"dga' ldangyi lhamamsyoddo"'phml'2dga'i lhamams

yoddo//gzhan'3 'phrul'4dbangbyedkyi lhamamsyoddo"(SK.8)gzugs

khamsgnasrigs(SD..9a)bcubdungyi lharnamsyoddo"tshangsris'5kyi

lhamamsyoddo// tshangs'6 lhanyephangyi lhamamsyod(ST.8a)do"

tshangs'7pakun'khorgyi lhamamsyoddo"&8~tshangs''chengyi lhamamS

yoddo" 2otshangslhanyechengyi lhamamsyoddo~'8' .2o"21.snangba'i lhazz

mamsyoddo.2'"chung"snanggi lhamamsyod(SD.9b)do"tshad(SK.

8b)medSnangbaii lhamamsyoddo"kun24snangdangz,ba'i26 lhamams27

(SB.3b)yoddo"dgeba'i lhamams2syoddo"29.chungdge'i lhamamsyod

do.2'"tshadmeddgeba'i lhamamsyoddo"30dgeIgyaskyi lhamamsyod

do//cheba'i lhamamsyoddo"chungche'i lhamamsyoddo.so･31"tshad

1SBom. 2SB,SDom. 3SDom・ba;SB,STom.byllngba、 4ST: shi…．

5SB:gshedSD,SK,ST:"ed(SK: shad)can(SD・om.“の血"･

6SB:mamso;ST:"ng. 7ST: YJEsma. 8SB,STom. 9ST: 1EsUima･

10sK:gyi． 11SB:Ehe. 12SB:Mml. 13SB:h茄翻m 14SB:mml=

15SB: IMa昭1ts. 16SB: Ishang. 17SB:mha昭． 18ST･om･ 19SB:"ha昭．

20SB,SK,STom. 21SB.om. 22SD,ST:"af． 23SD:"u;ST:bd

24ST:kmm畑． 25SD,STom、 26SD;gi. 27SB,ST:mams. 28ST:maJ!28sT：m2m28ST:mgmg=

29SBom. 30STom． 31SB:yo".
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medcheba'i lha (SD・ 10a)mamsyoddo"'brasbuchebaii lhamamsyod

do"(SK.9a)michebaii lhamamsyoddo"mgdungba'i lhamamsyod
do"shinmmthongbawi lhamamsyoddo"gyanomsnangba'i lhamams

yoddo!"'ogmingyi lhamamsyoddo"gzugsmedskyemchedmubzhi'i

lha(SD. 10b)mamsyoddo"2nammkha!mtha' yasskyemchedkyi lha

mamsyoddo.2"(SK､ 9b)rnamshesmtha'yasskyemchedkyi3 1harnamsyod
do"cungzadmedpaii skyemchedkyi lhamamsyoddo"'dushesmed

(ST.9) 'dushesm都mnskyemchedkyi lhamamsyoddos"

6.gzugsnasmampathamscadmkhyenpa7nyidkyisbarc･'rnampardag'o

pa'idon'! ni /gzugs'"mampar (SD. lla)dagpa"/ !4gzugsmampardag

pas.'4｡ !5 / tshorbamampardagpa'6 / (SK. 10a) !7tshorbamampardag

pas.'7･ '8 / 'dushesmampardagpa'' / zo.!dushesmampardagpas2｡, 2: / !du

byedmampardagpa22/23.'dubyedmampardagpas.23･24/mamparshespa

mampardagpazs/z6mamparshespamampar(SD， 11b)dagpaS"･刀/mig

mampardagpa"/29.migmampardagpas.2'' so/mabamampardagpa3' /

(SK. 10b) 32.mabamampardagpay2･33/snamampardagpa34/3s.snamam

par(SB､4a)dagpay'. 36/lcemampardagpa37/38.lcernampardagpas.鵡・3'/

’

I

1STinsertshere鈎血畑mtho"baf"amamSyOd". 2SBom.

3SB:mub"if． 4SDom.MI""m"． 5STinsertshere#-#． 6SD,STom.

7SB:paf． 8SBom.ayidb'i. 9SB:barmamsyod“〃
10ST: thar. 11SD:pabStenapafbrPaY"n;ST:mnbSanpa.

12ST:"eda""npa"am(ST. 11)d側個戯bugzIEsb 13SB:pas;ST:padal堰．
14ST.om. 15SB:pa. 16SB:pas;ST:pamng． 17ST・om、

18SB:pa. 19SB:pas;ST:pa曲』噌． 20ST･om、 21SB:pa.

22SB:pas;ST:padang． 23ST.om. 24SB:pa. 2SSB:pas; ST:pa血昭．
26ST・ om、 27SB:pa. 28SB:pas;ST:pamng. 29ST・om、 30SB:pa.

31SB:pas;ST:pamng. 32ST.om、 33SB:pa． 34SB:pas;ST:pamng.
35ST・om、 36SB:"． 37SB:pas;ST:pa血凪g. 38ST.om. 39SB:pa.
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1usmampardagpa' / 2.lusmampardagpaga3 /yidmampardagpal/

jyidmampar(SD、 12a)dagpasp /mampathamscadmkhyenpanyidkyi

bar7mampardagpaste@ /deltarnaPyidmampardagpadang/rnampa

thams(SK、 11a)cadmkhyenpanyidkyibarmampardagPa'dilagnyissu

meddegnyissubyarmedsosomayin伽餌daddo.3"

gzugsioyongssudagpau/(SD、 12b)gzugsyongssudagpas'2tshorba'3

yongssu'4dagpa's/tshorba'6yongssudagpas'7 'dushes'8yongssildagpa''/

'dushes2oyongsSudagpas2' / 'dubyed22(SK、 11b)yongssudagpa"/ 'du

byed24yongssudagpas2s/mamparshespa"yongssUdagpa"/mampar"

Shespf8yongssudagpas”／mig3oyongs（SD、 13a)sudagpag' /miga2yongs

sudagpas33 /rnaba"yongssudagpざ3/36.mabayongssudagpas@7 /sna

yongssudagpaj8/snayongssudagpasP'/ lceyongssudagpajo/lceyongs

sudagpaS4'/lusyongssudag(SK、 12a)pa92/lusyongssudagpaS43 /yid

yongssudagpa"/yid(SD、 13b)yongssudagpaS45/mampathamscad

1SB:pas;ST:pamng． 2ST・om、 3SB:pa･

4SB:pas;ST:Pa"ng. 5STom.

6SB:PamamparshespamampardagPas/mamPal･shespamamPard¥Pa.
7SB:barmams= 8SB: te. 9SDom. 10Sr:m6byorgzhanyaIggzugs.

11SB:pas･ 12SB:pa. 13ST:昭頑mrmorba. 14SB:yungsu.

15SB:pas･ 16ST.Wmfbr tshol･ba. 17SB:pa. 18ST:nifbr伽曲e5．

19SB:pas. 20ST:曲ゴmr伽鋤露． 21SB:". 22ST:m泣伽byed.

23SB:pas. 24ST:mfbramlyed. 25SB:pa.

26Sr: legfbrmampar"espa. 27SB:p", 28ST: 】昭fbrmamp証鋤"pa,

29SB:pa. 30ST:Mos fbrm増． 31SB:pas. 32ST: chosfbrm".

33SB:pa. 34ST:mZgimampar"espafbrmaba.

35SB:paS;Sr:mampardagpanas/yidbimamparST､ 12)shespaycngssumampar

"apabfbrmgpas･

36ST・omupto", 37SBpa, 38SBpas｡ 39SBpa. 40SBpas｡

41SBpa. 42SBpas. 43SBpa. 44SBpas. 45SB:pa･
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mkhyenpanyidkyibar(SB.4b)yongssudagpa'.Ste/deltarna2yidyongs

sudagpadang/mampathamscadmkhyenpanyidkyibaryongssudagpa.!

'di la3~gnyissumedde.3gnyissubyarmedsosomayintham(SK. 12b)
daddo"

'di ltaSte'/""sbyinpa'iPharol tuphyinpadang/tShul (SD、 14a)

khIimskyiphaml tuphympadang/bzodpa'ipharol tuphyinPadang/

brtson!gmskyiphamltuphyinpadang/bsamgtangyiphamlmphyinpa

dang/shesrabkyipharolmphyinpadang/nangstongpanyiddang/phyi

stongpanyiddang/phyinangstongpanyiddang/stongpanyidstong(SD.

14b)panyid(SK.13a)dang/chenpostongpanyiddang/dondampa

stongpanyiddang/ 'dusbyasstongpanyiddang/ 'dusmabyasstongpa

nyiddang/mtha' las 'daspastongpanyiddang/thogmadangthaimamed

pastongpanyiddang5/dorbamedpastongpanyiddang/rangbzhinstong

panyiddang/chosthamscadstong(SD、 15a)panyiddang/(SK、 13b) 6Iang

gimtshannyidstongpanyiddang6/midmigspastongpanyiddang/dngos

pomedpastongpanyiddang/ngo(ST・ 10)bonyidstongpanyiddang/

dngospomedpa'ingobonyidstongpanyiddang/dranpanyebarbzhagア

pabzhidang/yangdagparspongbabzhidang/Idzu'phmlgyirkangpa

(SD.15b)bzhi dang/dbangpolngadang/stobslngadang/byangchubkyi

yanlagbdundang/ 'phags(SK. 14a)pa'i lam(SB、 5a)yanlagbrgyadpa8

dang/ 'phagspa'ibdenpabzhidang/bsamgtanbzhidang/ tshadmedpa

bzhi dang/gzugsmedpa'isnyom3pariugpabzhidang/mampartharpa

bIgyaddang/(SD､ 16a)mthargyisiognaspaiisnyomsi!pariugpadgudang/

rnamparthar'2paii sgostongpanyiddang/(SK、 14b)mtshanmamedpa

●蝿
・
鋤

●恥
”
班

Ｓ
函
加

３
哩Ｏ鈍

●》

．
”
皿
諏
：

Ｄ
幼
犯

Ｓ
ｍ
９

句
必
・
１月
｝唖
、

皿
嘩
恥

の
。
●
・

Ｂ
Ｂ
Ｂ

Ｓ
Ｓ
Ｓ

１
５
８

4SB:miha'=

6SBom.

11SB:"yom.

7SK:g或零．

12SB:mlhat
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dang/smonpamedpadang/mngonparshespamams'dang/tingnge 'dzin

mamsdang/gzungskyi sgomamsdang/debZhingshegspa'i stobsbcu

(SD、 16b)dang'' /mi ligs2pabzhidang/sosoyangdagparrigpabzhi

dang/byamS'pachenpodang/snymgrjechenpodang/dga'bachenpo

dallg/btangsnyomschenpodang/(SK. 15a)sangs gyaskyichosma !dres

pabco4brgyaddang/Igyunduszhugsppa'i 'brasbud皿g/lancig'phyir !ong

ba'i 'basbuodang/phyir(SD. 17a)m'ongbaii !brasbu'dang/dgrabcompa

nyiddang/rangbyangchubdang/ '0thamscadshespanyiddang.'o/lamgyi

mampaushespanyiddang/mamPathamscadmmlyen(SK. 15b)panyid

dang/ 【2~Sku'i 'Phrin!3 1asthamscadyeSheskyi sngondu 'gmste'4 /yeShes

kyiXjessu ' rangngo"gsunggi 'phrinlasthamscadyesheskyisngondu

'gro(SD、 17b) ste"/yesheskyi Ijes(SB、 5b) su !brangngo"thugskyi

'phrinlasthamscadyesheskyisngondu'gmsteI6/yesheskyiriessuW)rang

ngo.'2"'daspaliduslai7machagsmathogs'8 (SK. 16a)pa'iyeshesgzigspa

la'' Ijuggo/ 2oma'ongpa'iduslaP!machagsmathogspaliyeshesgzigspa

la221uggo/daltarbyungba'i (SD､ 18a)duslag3machagsmathogspa'iye

ShesgzigspalaMiuggo･卸ノ

bcomldan'daskyisPsdeSkadcesbka! stsalnas26 /byangchubsemsdpa'

semsdpa' (SK.16b)chenpo'ikhof7dedagdang/rab!byordangノkundga'

bodang/tshedangldanpamamsdang/dgeslongzagidge!dun(ST.13)

1ST:hnga． 2ST:Wb 3SB:byam. 4SB:bcwo. 5SB: tu.

6SB:b"""s. 7SB:gcZ. 8SBom.fbJ詞s“． 9SBom・ f6msbu.

10SD,STom. 11SB,ST:par. 12STom. 13SD:phI加. 14SB:或姥.

15SB:麺mgb l6SB:或血g. 17ST:na･ 18ST:mathogsmachags.

19SBom;T:parb 20STom. 21SB:na. 22SKom． 23SB:na.

MSKom. 25B:M. 26B:pammg. 27BKom. 'i 'khor.

28T:ded"gi"esbng.
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chen(SD. 18b)pomams'dang/lhadang/midang/lhamaymdang/dri

zafbcaspa'iyigItenyirangS' te/bcomldanndaskyisgsungspalamngon
parbstoddO"

4debzhingShegSPa(SK､ 17a)thamscadkyi~!yumchenmosshesrabkyi

phamltuphyinpastongphragbrgyapa'idonmanorbarbsdus.Pa"sla@kar

b"dpapIdzogssd7"

'yoboXiesbalPoasUlagnang/balposSholo'okarbkodpardzogs
so･9' 11"

1SB:"";T・om或enpomams･

2ST:zadang/gmlbummng/IIDPhyechenpon 3SB:yidJanng. 4SDom.
5SBom・餉即、o、

6T:paliglegsbamdangshlokadang/bampOdang/smaukabmdpa'dibrisna/yum

chenmobrispar'gyurro"'changnayumchenmo'changbarEyurrc"sngonrganrgon
rgyumedpagnyisyodpar 'dugpala/khanggnyalnagmbthobbzangpogcigbzhugspa
des/khangzhabssu'dugpa'iIganrgongnyisgnangsnympasmitmlemisnangbasmying
I巳可e/ ,bumbgyatshargcigdang/chugtor 'bumgtergcigbyasnatsheringbar'dug
gsmg'phrinrganrgongnyispodestshorbadang/sdugnasnam℃hibsamnasyoddus

naノbstanpalibdagposangsrgyasbcomldan'dasWonnagldombuphulbyaStsana/
rganrgongnyisposldombu!bul gyumedngedranggnyisgnangsnympastshemed'chi

baymzer/tshe血gbala'bUmbrgyatshargcigdang/chugtmgcigdgosZerbalagyu
medpas/khbngranglaldombu'bulIgyumedZhustsanaノsnyingreXiegsungsnas/
bumbrispadang/mchodgnasla'bumbrgyatshar_byeddluggsungs/rtsampaeyod
g8ungsnagchugtoribumgterkhongranggismdzadpadangノrganrgongnyispotshe
ringbadangノnadmedpadang/rgyuyodpamamschosdesyodgsungssQ"yumchen
mo'bumchungstongphragbrgyapaniphanyon.
7SBom. 8SD:"肋皿

9STinsertsanerthencxtparagraph;SDendsthetexthere． 10ST: shIIo.

11SK:pabfbrpaJdz昭s“．
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'di㎡bcomldan!dasbzhugSzpa'idussu/rgyalpo 'bi㎡bi4sa(SK. 17b)

Iadang/btsunmomagastignyislapsrasbu7dgechenbyaba8.gcigPyodpa

de-8barchadnadiokyisuzinnas 'cm'zlathugpa'i"(SB、6a)dUSsu/bcom'4

ldan!daskyidrungdurgyalpos'5smresngagsbtonte/ !.'diskadces'7zhus

SO･'6' '8"bcom'' ldanidas2obdaggiz'bugcig22mchisnasPJ !chi24 1athugna2s nad

lasgml"ba'i thabsshig"bkai tsaldugsol/zhes(SK. 18a)zhuspas/bcom

ldan'daskyizhalJlasgyalpoyardkonmchoglamchodpadang/rigsdmg

tShim"pa'ichabgtordang/ gyAspaW)umnymgciglabgyatShar2'btonna/

dusmin'chibalasbzlog"cingnadlasgrolball' 'gyurm"ZhesgsungspasA

rgyalposgsolpa/(SK、 18b)bcomldan!dasrgyas(ST、 16)pa'i32 'bumnyh'

gciglabrgyatshaf' thonpa'ithabsgcig34bkai stsaldugsol/zheszhuspags/

bcomldan'daskyig6 !bumchung!dibka' stsalpadang/rgyalposP7 !bumChmg

'dimyurbaI"bsgragsso"denaS''rgyalbunadlasgrol4onastshexingzhing4[

1ST:yangkyurgcEnahrai lzi． 2SB:zhal zhIEs、 3sB,STom、

4ST:bimg. 5SK:ka. 6SB:h;SK:". 7SK: naMalpo.

8SKom. 9ST:". 10SB,STom. 11SB:M. 12SK:Miba･

13ST:gi l4ST: IWalpOsbcom, 15ST:myurbarbyCnnaSmrJg)BIpOS,

16Srom. 17SKom. 18SK:pa. 19SK: bmm. 20ST:溢血幼"pa･

21sK,ST: la. 22sK:bugcFpuzh";sr:bugcZpugc増．

23SK:paf"Sr:padebarchad〃歯麺1． 24SK:℃hiba. 25SB:pas;SK:pal"s.

26Sr:demimimrnadks厚ひl. 27SB:c囎・ 28Sr: tJDimS

29SK;bJ郡司nsagc""mag"laiOrnymgWlabJgy3峨邸

ST:bIWaEharUymgc噌胞．

30SB: ldog;ST:zmb 31SB: tharP"". 32SK:pa.
a

33SK:bIWaITsagcEnyimag砥噌lafbrnymgc増血blWakhan

ST:bIgya"arjlyingcEJa.

34ST,SKom,g蝿ウ 35ST;pa"ng. 36SB;賊． 37SK;poSmyUrbar".

38SKom.myul･barr. 39SB,STom・denas= 40SB: thar.

41STom，鋤e威聴或伽焔．
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longsspyodphunsumtshogspa'dang7rgyalkhamsbde(SK、 19a)zhinglo2

legspadang3/4iigsdmgssoso'isdugbsngalmtha'dagzhi5zhingtsheIingpa

dang/phyimasangsIgyasthobpargyurto6"gzhan(SB. 6b)yangもum

chmg!di langcigbtonna/mtshamsmed7hgalasogspa'isdigpathamscad

byangzhing@/bsodnamsphunsumtshogspa9 thobpar ｢gyurI･判〃

joboXiedpal ldanati(SK. 19b)shaslobcugnyiskyibar'odugsungrab

mamsla'' gzigspas/ 'bumchung,dikhonaphVlyonche'2bar 'dUgpas/
u~thugsdammdzad･!3phyirabskyisi4gangzagmamskyisijkyang､di laklog

'donbyedpashinm'6galchebar'7gsungsso〃〃

'8.'bumchenmoshesrabkyiphamlmphyinpa!isnyinpobsduspa'iM)um

chungdzogsso"bkrashis"zhusdaglangnyisbyas"'8

1ST:"ezhingfshemngbafbrphunsumfshqgspa. 2ST:mphyugs.

3ST:"nglgyalsIidmrbargyurm．

4ST:g㎡'anyangphanyonmuia'yassc〃jbboWesbaIpoasuhgnang/balposshimo

karbkodpaxiz昭sso"

5SB: lasth2r- 6SB:Purm. 7SB:mlahOmmedpa.

8SB:…g"nas. 9SK: T'ummrPhunSUm"Ogspa. 10SB:"d.

11SK,STom. 12ST:shm""e. 13Sd,STOm. 14SB,ST:bfi.

13SB:bi. 16SK,STom.shintu. 17SK:zh";T,om、 18SK,STom4

(本稿は平成12年-13年度科学研究費補助金奨励研究(A)の研究成果の一部である）


